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社協だより社協だより

　小倉北区では昨年度、自治会を通じた個別募金や学校・職域での募金、イベント募金等により、
赤い羽根共同募金 6,089,640 円、歳末助け合い募金 3,667,411 円が集まりました。皆様のご厚意
に深く感謝申し上げます。
　この浄財は、福岡県共同募金会を通じて小倉北区社会福祉協議会をはじめ、各種社会福祉団体等に
配分され、令和８年度の様々な地域福祉活動事業推進のために活用されるほか、一部は、被災地の
ボランティア活動や県域での障害者・児童支援活動などにも役立てられます。

・ふれあいネットワーク活動に　3,509,941 円
・障害者等の支援活動団体に　　　250,000 円
・自治会活動等の振興のために　　610,000 円

・児童青少年の健全育成活動に　　　700,000 円
・地域福祉活動団体への助成に　　　525,000 円
・福祉情報の広報、啓発活動に　　2,195,000 円

配分金の使途、事業計画の詳細は共同募金会のホームページに掲載されています。

赤い羽根共同募金・歳末助け合い募金ご協力ありがとうございました赤い羽根共同募金・歳末助け合い募金ご協力ありがとうございました

新一年の皆さん、ご入学おめでとうございます。新一年の皆さん、ご入学おめでとうございます。
小倉北区の小学校で、新一年生に黄色いランドセルカバーを贈呈しました。小倉北区の小学校で、新一年生に黄色いランドセルカバーを贈呈しました。
この取り組みは、校区社協の「子どもを健やかに育む地域づくり」の一環として、赤い羽根共同募金等この取り組みは、校区社協の「子どもを健やかに育む地域づくり」の一環として、赤い羽根共同募金等
を活用して実施しています。社会福祉協議会は、皆さまの見守りや声かけにより、子どもたちが健やかを活用して実施しています。社会福祉協議会は、皆さまの見守りや声かけにより、子どもたちが健やか
に成長できることを願っています。に成長できることを願っています。

地域の宝である子どもたちの安全を守るために
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ふくしの出前授業等の福祉教育の実施 小倉北区子どもまつりでの福祉体験の実施 福祉協力員等研修の開催

●北九州市地域福祉活動第７次計画について●
　北九州市社会福祉協議会では 1996 年から地
域福祉活動計画を策定し、支え合いのまちづくり
を推進しています。
　2026 年度からは第７次計
画がスタート。2040 年を見
据え、地域団体や関係機関と
協働し、安心して暮らせる地
域づくりを進めます。

令和８年度　事業計画

みんなが参加できる地域づくり～多様な地域福祉の担い手を育もう～みんなが参加できる地域づくり～多様な地域福祉の担い手を育もう～

誰も取り残さない地域づくり～一人ひとりの暮らしを支えよう～誰も取り残さない地域づくり～一人ひとりの暮らしを支えよう～

オール北九州で取り組む地域づくり～課題解決に向けた体制・ネットワークをつくろう～オール北九州で取り組む地域づくり～課題解決に向けた体制・ネットワークをつくろう～

基本目標 Ⅱ

基本目標 Ⅲ

「福祉を自分ごととして考え、誰もが役割を持ち、参加できる地域共生社会の実現」を目指します。

「困りごとを抱える人を地域全体で見守り、平時もいざという時も安心して暮らせるしくみ」を目指します。

「地域の力と専門職の知を結集し、北九州全体で持続可能な福祉のまち」を目指します。

みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくりみんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり基本理念

基本目標 Ⅰ

小地域福祉活動計画の策定・推進 シルバーひまわりサービスの実施 災害ボランティア養成講座の実施

CSWの配置による個別支援と
地域づくりの一体的展開

共同募金への理解と運動への
参加促進
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　小地域福祉活動計画とは、校区社会福祉協議会が中心となって、住民や地域団体・関係機関などに呼びかけてつくる、
「わたしたちのまちの福祉はこうなったらいいな」の思いをカタチにした計画です。
　現在、市内 155校（地）区の９割以上の社協が、既に計画を策定、推進しています。これからも全ての校（地）区での
策定を目指すとともに、「こうなったらいいな」を実現するための支援をしてまいります。

校区社協活動紹介

小地域福祉活動計画づくり

福祉協力員委嘱状交付式

子どもまつり 境川公園清掃活動 七輪火起こし体験

各校区の小地域
福祉活動計画は
こちらからご覧
ください

　中井校区社会福祉協議会では、「なかがいいまちの　ふる里づくり　夢づくり」をスローガンに掲げ、誰もが住み慣れ
た地域で安心して暮らし続けられる地域づくりを進めています。
　地域福祉活動の柱は、「見守り」「つながり」「支え合い」。
　校区社協が中心となり、福祉協力員や民生委員・児童委員、町内会などが連携し
ながら、日常の中にあるゆるやかな見守りのネットワークを広げています。65歳以
上のひとり暮らし高齢者への暑中見舞いや年賀状の送付もその一つ。手紙をきっか
けに顔を思い浮かべ、地域の中で気にかけ合う関係づくりにつなげています。
　また、ふれあいの居場所づくりも重要な取り組みとして進めており、敬老会の開
催に加え、毎月開催している「中井シネマサロン」は、映画鑑賞だけでなく、参加
者同士のおしゃべりや交流の時間を大切にしています。
　地域交流は、中井のシンボルである“さくら”にちなんだ「さくら祭り」や「さく
らふれあいサロン」でも実施。地域の誇りでもある桜を通して、世代を超えたつながりを育む機会となっています。また、
地域の環境美化活動として境川公園の清掃活動にも取り組み、子どもから高齢者までが力を合わせて地域を守る意識を
高めています。小学生の七輪火おこし体験では、地域の高齢者の指導のもと、昔ながらの暮らしの知恵に触れながら世
代間交流を深める機会にもなりました。
　地域福祉活動は、特定の人が行う特別な活動ではなく、地域に住む誰もができる日々の声かけや気づきの積み重ねが
土台です。中井校区の取り組みは、そうしたふれあいや支え合いの気持ちが根づいた活動として着実に広がっています。
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心あたたまるご寄付ありがとうございました心あたたまるご寄付ありがとうございました

いのちをつなぐネットワークコーナーでは、仕事や生活いのちをつなぐネットワークコーナーでは、仕事や生活
に関する様々な相談に応じ、関係機関と連携しながら、に関する様々な相談に応じ、関係機関と連携しながら、
それぞれの状況に寄り添った支援をしています。それぞれの状況に寄り添った支援をしています。
ひとりで抱えこまずに、まずは話してみませんか？ひとりで抱えこまずに、まずは話してみませんか？

人間関係が
うまくいかなくて
退職した

借金がある

家賃が
払えない

お金のやりくりが
できない

お問い合わせ まずは電話でご予約ください

小倉北区役所保健福祉課「いのちをつなぐネットワークコーナー」
TEL ０９３－５８２－３４７８

（月～金曜日 ８：３０～１７：００／土日祝日・年末年始を除く）

一人で悩まず相談してみませんか一人で悩まず相談してみませんか
エンディングノートの配布エンディングノートの配布

～書こう、話そう、あなたの人生のこと～～

　これまでの人生を振
り返り、これからをよ
りよく生きていくため
に、自分なりの終活を
考えてみませんか？
　北九州市社会福祉協
議会及び各区社会福祉
協議会ではエンディン
グノートを無料で配布
しています。

お問い合わせ

北九州市社会福祉協議会　TEL ０９３－８８２－６２１１
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　問合せ・申し込み先　
　小倉北区ボランティア・市民活動センター　TEL : 093-562-2051　小倉北区ボランティア・市民活動センター　TEL : 093-562-2051

　地域には、さまざまな国の方が暮らしていますが、日頃の生活や災害時などに、「どう声を　地域には、さまざまな国の方が暮らしていますが、日頃の生活や災害時などに、「どう声を
かけたらいいか迷う」「伝えたいことが伝わらない」ことがあります。かけたらいいか迷う」「伝えたいことが伝わらない」ことがあります。
　この講座では、“いつもの日本語”を“やさしい日本語”に言い換えることで、『伝わる日本　この講座では、“いつもの日本語”を“やさしい日本語”に言い換えることで、『伝わる日本
語』にするコツを外国の方と共に学びます。語』にするコツを外国の方と共に学びます。
　言葉の垣根が低くなり、やさしい思いが伝わると、相手の不安が和らぎ、地域の安心にもつ　言葉の垣根が低くなり、やさしい思いが伝わると、相手の不安が和らぎ、地域の安心にもつ
ながります。ながります。

企業の地域貢献企業の地域貢献

　第一交通産業では、循環型社会の実現と地域社会への貢献を目
的として「SDGs リユース委員会」を設置しています。社員同士
で不要品を有効活用する社内版フリーマーケット「D- フリマ」を立
ち上げ、不要になった物を必要とする社員へつなぎ、売上金は寄付
をしています。また、プルタブ回収活動を行い、小倉北区社会福祉
協議会へ寄付しました。

大樹生命北九州支社 キャンペーンを行い、古切手・プルタブを寄付

第一交通産業㈱ リユース委員会を立ち上げ、プルタブを寄付

　大樹生命北九州支社では、地域貢献活動の一環として「古切手回収
キャンペーン」を行っています。社員やお客さまをはじめ、多くの皆さ
まにご協力いただき、たくさんの古切手やプルタブが集まりました。
　回収した品は、小倉北区社会福祉協議会へ寄付し、地域福祉活動に
役立てていただきます。また、キャンペーンにご協力いただいた皆さま
へは、感謝の気持ちを込めて当社オリジナルグッズをお渡ししました。

開催！開催！

令和８年度ボランティア養成講座令和８年度ボランティア養成講座

「「伝わる日本語伝わる日本語」」講座講座
体験して学ぶ体験して学ぶ

●日　　時	 ６月16日（火） 13：30～15：30  ６月16日（火） 13：30～15：30  （13時20分受付開始）（13時20分受付開始）

●会　　場	 男女共同参画センター ムーブ ５階 小セミナールーム　
	 （北九州市小倉北区大手町 11 －４）
●講　　師	 公益財団法人  北九州国際交流協会  鹿島えりか氏
●対 象 者 	地域活動者、ボランティア、ボランティアに関心のある方
●定　　員	 先着 30 名
●申込期間	 ６月９日（火）まで

第 1 部　基礎講座＆ワーク
第２部　実践会話

無 料
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小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

ひまわりねっと
第 63 号

小倉北区ボランティア・
　　　　　　　市民活動センター
◉電話・FAX（093）562－2051
◉E-Mail：kokurakita-vc@kitaq-shakyo.or.jp
◉月曜日～金曜日　8：30～17：15
　（土・日・祝日はお休みです）



使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！使用済み切手、書き損じはがき、プルタブを集めています！

ご協力ありがとうご協力ありがとうございますございます

収集ボランティアをしませんか

いただきました使用済み切手、プルタブは換金し、地域福祉活動を推進する為に役立てられています。いただきました使用済み切手、プルタブは換金し、地域福祉活動を推進する為に役立てられています。

子どもまつり
日時：4月19日（日）	

10時～15時 （開場9：30）
場所：北九州メッセ（旧西日本総合展示場 新館）

小倉北区浅野 3-8-1

かき氷の販売や、輪投げなどの
ミニゲーム、手話・点字などの
福祉体験などもあるよ！

第63回
小倉北区

小倉北区社会福祉協議会も出展！小倉北区社会福祉協議会も出展！

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラから

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も左記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お1人につきいずれかのプラン1口のみとなります。

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

令和８年度

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

賠
償
責
任

の
補
償

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷
賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

〈SJ25-09878より抜粋〉

○村上花子　○宇野多美子　○西田政宏　○小宮フサコ　○林達彦　○江口由美子　○山下政枝　
○室田美津香　○中杉長男　○臼木勝良　○臼木栄子　○千々和一美　○松本洋　○黒本文雄　
○下田美和子　○髙内雪乃　○新納三鶴　○伊藤　○坂口美由紀　○匿名　○中井校区社会福祉協議会　
○桜丘校区社会福祉協議会　○エメラルド南小倉　○ジェイ・カンパニー㈱　○新栄たてまち保育園
○㈱一椿　○あおぞら美容室　○サンカルナ小倉大手町　○第一交通産業㈱リユース委員会　
○㈳薫会　○大樹生命保険㈱　○㈲到津幌製作所　○足立市民センター　　　　　　　（敬称省略・順不同）

ペットボトルの
キャップは現在
収集しておりま
せん。

ボランティア・市民活動センター
（小倉北区役所 東棟３階）へお持ちください。

【6】第183号 令和８年４月15日小倉北区社会福祉協議会だより

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより


